
                          
 

ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て 

し
か
も 

も

と
の
水
に
あ
ら
ず 

よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か

た
は 

か
つ
消
え 

か
つ
結
び
て 

久
し
く
留
ま
り

た
る
例

た
め
し

な
し 

世
の
中
に
あ
る 

人
と
栖

す
み
か

と 

ま

た
か
く
の
ご
と
し  

 
 鴨

か
も
の

長
ち
ょ
う

明め
い

が
著
し
た
『
方ほ

う

丈
じ
ょ
う

記き

』

の
有
名
な
冒
頭
部
分
で
あ

る
。
日
本
語
の
豊
か
な
味

わ
い
と
と
も
に
、
我
が
国

の
深
い
精
神
性
が
見
事
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
代
が
抱
え
る
様
々
な

問
題
に
触
れ
る
度
に
思
う

が
、
個
人
を
個
と
し
て
扱

う
の
は
や
は
り
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
？
長
明

が
記
し
た
通
り
、
一
切
の

森
羅
万
象
は
ひ
た
す
ら
に

合
成
と
分
解
を
繰
り
返
す
「
流
れ
」

で
あ
り
、
決
し
て
絶
え
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
流
れ
に
こ
そ
人
間
の
本
質

も
あ
っ
て
、
即
ち
「
縁
」
や
「
関
係

性
」
と
い
っ
た
繋
が
り
合
う
流
れ
が

人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
。 

感
情
も
個
で
は
な
い
。
喜
び
と
悲

し
み
、
こ
の
相
反
す
る
情
動
も
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
同
じ
流
れ
の

中
に
あ
る
。
人
間
に
は
、
悲
し
み
が

あ
る
か
ら
こ
そ
喜
び
も
あ
り
、
そ
の

反
対
も
然
り
で
あ
る
。
別
個
の
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
良
い
感
情

は
と
も
か
く
、
負
の
感

情
は
適
度
に
流
す
必
要

が
あ
る
。
負
の
感
情
を

留
め
て
し
ま
う
と
虚
無

的
に
な
り
、
激
流
に
な

る
と
双
極
的
に
な
る
。

血
液
も
リ
ン
パ
も
ホ
ル

モ
ン
も
、
そ
の
全
て
に

流
れ
の
質
が
問
わ
れ
る

の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。 

 
 

心
の
問
題
を
抱
え
る
者
も
多
い
時

代
。
大
切
な
の
は
、
感
情
を
う
ま
く

流
す
こ
と
の
で
き
る
場
所
や
時
間
、

そ
し
て
人
的
交
流
を
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、
寺
は

実
に
絶
妙
で
あ
ろ
う
。（
龍
） 
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万
灯
万
華
供
養 

 
  

本
尊
大
祭 

５
月
５
日
よ
り
三
日
三
晩
を
か
け

て
、
檀
信
徒
精
霊
の
菩
提
を
祈
り
全

九
座
の
万ま

ん

灯と
う

万ま
ん

華げ

供く

養よ
う

法ほ
う

会え

を
行
う

「
本
尊
大
祭
」
が
５
月
８
日
、
無
魔

成
満
い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
拝
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
当
法
会

を
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

大
祭
期
間
中
、
本
堂
内
に
は
檀

信
徒
皆
様
よ
り
お
申
込
み
い
た
だ
い

た
灯
篭
が
掲
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

廻
向
塔
婆
の
ご
供
養
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。
本
尊
大
祭
の
最
終
日
、
真
言

宗
岡
山
市
内
結
衆
寺
院
の
皆
様
に
ご

助
法
い
た
だ
い
た
結
願
法
会
で
は
、

「
中

ち
ゅ
う

曲
き
ょ
く

理り

趣し
ゅ

三ざ
ん

昧ま
い

」
を
奉
修
。
多

く
の
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
、
皆
様
と

心
一
つ
に
お
祈
り
合
わ
せ
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
法
会

後
の
法
話
で
は
、
諸
事
情
が
あ
り
ま

し
て
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、
真
庭

市
蒜
山
福
王
寺
の
御
住
職
・
小こ

谷た
に

剛ご
う

璋
し
ょ
う

僧
正
に
能
化
を
お
勤
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

青
葉
ま
つ
り 

岡
山
市
内
の
真
言
宗
寺
院
で
構
成

さ
れ
る
「
岡
山
市
弘
法
大
師
降ご

う

誕た
ん

会か
い

」

（
事
務
局
当
山
内
）
は
六
月
十
五
日
、

毎
年
恒
例
の
「
大
師
ご
誕
生
慶
祝 

青あ
お

葉ば

ま
つ
り
」
を
当
山
本
堂
に
て
開

催
し
ま
し
た
（
参
拝
約
八
十
名
）。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
る
中
多
く
の
ご

参
拝
を
賜
り
、
こ
の
度
新
調
し
ま
し

た
「
稚ち

児ご

大だ
い

師し

尊そ
ん

像ぞ
う

」
を
皆
様
に
拝

見
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
潅か

ん

仏ぶ
つ

儀ぎ

、

児
童
書
道
展
、
ご
詠
歌
奉
納
な
と
、

晴
れ
や
か
な
る
慶
祝
法
会
が
営
ま
れ

ま
し
た
。 

伊
勢
街
道
巡
礼
の
旅 

 

長
泉
寺

杖
じ
ょ
う

心し
ん

会か
い

は
四
月
十
七
日

よ
り
「
伊
勢
街
道
巡
礼
の
旅
」
を
開

催
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
二
十
六
名

の
檀
信
徒
皆
様
と
と
も
に
、
二
泊
三

日
を
か
け
て
真
言
宗
豊ぶ

山ざ
ん

派
総
本
山

長は

谷せ

寺で
ら

（
奈
良
県
桜
井
市
）
、
松
坂

城
下
町
（
三
重
県
松
坂
市
）
、
本
居

宣
長
記
念
館
（
同
）
、
斎
宮
跡
（
三

重
県
明
和
町
）
、
朝
熊
山
金
剛
証
寺

（
三
重
県
伊
勢
市
）
、
二
見
興
玉
神

社
（
同
）
、
月
読
宮
（
同
）
、
外
宮

（
同
）
内
宮
（
同
）
と
巡
礼
を
し
ま

し
た
。 

岡山市弘法大師降誕会 



今
回
の
テ
ー
マ
は
「
神
仏
習
合
の

聖
地
を
歩
む
」
と
い
う
こ
と
で
、
六

世
紀
の
仏
教
公
伝
以
降
、
大
陸
か
ら

や
っ
て
き
た
仏
教
と
我
が
国
特
有
の

神
祇
信
仰
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
展

開
し
て
き
た
神
仏
習
合
の
遺
蹟
を
巡

り
ま
し
た
。
現
地
を
訪
れ
、
そ
の
歴

史
的
な
重
厚
感
に
触
れ
る
こ
と
で
、

神
仏
双
方
を
信
仰
す
る
私
た
ち
日
本

人
の
精
神
的
な
ル
ー
ツ
に
迫
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
し
、
参
加
者
皆
様
に

も
大
い
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
素
晴
ら
し
い
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
良
い
旅
と
な
り
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
引
き
続
き
、
杖
心
会
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

寺
子
屋
文
化
講
座 

 

三
月
二
十
五
日
、
岡
山
市
観
光
振

興
課
岡
山
市
歴
史
調
査
専
門
監
の
草く

さ

原は
ら

孝た
か

典の
り

先
生
を
お
迎
え
し
、
寺
子
屋

文
化
講
座
の
第
五
十
六
回
を
開
講
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
米
」
と
い
う

こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け
る
稲
作
の

起
源
か
ら
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
六
月
一
日
に
は
（
公
財
）

岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
主
任
研
究
員

の
万ま

ん

城
じ
ょ
う

あ
き
先
生
を
お
迎
え
し
第

五
十
七
回
を
開
催
。
同
文
化
財
団
よ

り
発
刊
さ
れ
て
い
る
『
殿
様
の
御
馳

走
帖
』
を
資
料
と
し
て
、
岡
山
藩
主

が
普
段
ど
の
よ
う
な
食
事
を
取
り
、

ま
た
そ
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
歴
史

が
あ
る
の
か
と
い
う
興
味
深
い
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
回
の
寺
子
屋
文
化
講
座
は
、
七

月
二
十
一
日
、
岡
山
民
俗
学
会
名
誉

理
事
長
で
あ
る
難な

ん

波ば

俊と
し

成な
り

先
生
を
お

招
き
し
「
ス
サ
ノ
オ
と
岡
山
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

長
泉
寺 

杖
心
会 

第
二
回
檀
信
徒
日
帰
り
バ
ス
巡
礼 

 
 

神
仏
習
合
の
聖
地
を
歩
む 

 
      

天
橋
立 

元
伊
勢
籠
神
社  

成
相
寺 

参
拝
の
旅 

 
 
 

 
 

と 

き 

十
二
月
十
二
日
（
土
） 

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す   

 

ご 案 内 

ぜひご一緒しましょう 



                         

楽
陽
廟
春
秋
祭  

四
月
二
十
一
日
、
当
山
楽ら

く

陽よ
う

廟
び
ょ
う

に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
檀
信
徒
各
家

精
霊
の
合
同
追
悼
法
会
「
春
秋
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

玉
ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

堂ど
う

に
お

い
て
法
要
を
営
む
と
と
も
に
、
参
拝

者
（
約
三
十
名
）
皆
様
と
と
も
に
光

明
真
言
を
唱
え
な
が
ら
樂
陽
廟
を
お

参
り
す
る
「
練ね

り
供
養
」
を
奉
修
し
、

各
家
精
霊
に
回
向
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 
法
会
の
後
は
、
ご
参
拝
の
皆
様
と

お
接
待
の
う
ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
、

心
豊
か
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

長
泉
寺
奉
讃
会
だ
よ
り 

 
 長

泉
寺
客
殿
修
繕
お
よ
び
檀
信
徒

文
化
会
館
新
築
奉
讃
会
（
略
称
：
長

泉
寺
奉
讃
会
）
は
、
五
月
八
日
の
本

尊
大
祭
結
願
に
際
し
、
第
二
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

奉
讃
会
会
長
岩い

わ

見み

徹
と
お
る

総
代
長
の

ご
挨
拶
で
開
会
し
た
後
、
龍
門
住
職

よ
り
奉
讃
会
発
足
以
来
の
事
業
報
告

お
よ
び
今
後
の
事
業
予
定
の
説
明
、

並
び
に
会
計
の
浦う

ら

上か
み

洋
ひ
ろ
し

総
代
よ
り

収
支
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

参
詣
者
皆
様
か
ら
の
質
疑
応
答
を
経

て
閉
会
し
ま
し
た
。 

次
回
（
第
三
回
総
会
）
は
令
和
九

年
一
月
八
日
初
薬
師
縁
日
に
開
催
し

ま
す
。 

                   

 

株
式
会
社
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
（
代
表
取

締
役 

原
田
竜
一
郎
氏
）
様
よ
り
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想
リ

ー
グ
に
お
い
て
、
同
社
が
メ
イ
ン

ス
ポ
ン
サ
ー
を
勤
め
る
フ
ァ
ジ
ア

ー
ノ
岡
山
が
使
用
し
た
公
式
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
（
選
手
サ
イ
ン
入
り
）
を

奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
山
檀
徒
で
も
あ
る
同
社
原
田

氏
（
穝
東
町
）
は
、
「
白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り
」
で
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
祭
で
行
う

お
楽
し
み
抽
選
会
の
景
品
と
し

て
同
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
毎
年
ご
提

供
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

奉  納 

（写真左）原田清子氏 

奉讃ご寄附のご案内 

奉讃寄附金 一口 ５万円也      特別協讃金 一口 １００万円也 
  
いずれの御協力に対しましても 記念御札、ならびに記念品を贈呈させていただきま

す。特別協讃金をご奉納いただいた御方に対しましては その御芳名を石板に刻し 

当山境内に永代掲示させていただきます。 

≪ 振 込 先 口 座 ≫ 

「長泉寺客殿修繕および檀信徒文化会館新築奉讃会」 

または 「長泉寺奉讃会（チョウセンジホウサンカイ）」 

トマト銀行 本店営業部 普通預金 口座番号 2391362 
  

受付期間 令和８年３月～令和１０年１２月末 



           

   

                                       

                                       

                                       

松
尾
典
子 

 
 

岡
﨑
博
之 

 
 

松
田
恭
子 

 
 

間 

健
一 

 
  

日
玉
好
美 

 

川
島
義
之 

 
  

福
本
謹
一 

 
 

白
岩
あ
け
み 

 

白
井
輝
義 

 
 

渡
邊

雄 
 

 

福
原
貞
子 

 
 

山
脇
孝
夫 

 

島
本
昭
子 

    

高
田
聖
三 

尾
﨑
修
子 

 
 

犬
飼
晴
枝 

 
 

笹
山
善
男 
 

 

内
田
令
子 

 
 

山
端
武
和 

 

定
清 

 

勇 
    

髙
見
政
和 

髙
取
富
佐
子 

  

二
宗
印
刷
株
式
会
社 

 
    

谷
山
尚
子 

 
 

水
島 

 

健    

村
田
信
子 

 
  

石
井
司
朗 

北
川
一
志 

 
 

速
水
睦
枝 

 
 

瀬
戸 

 

勝 
 

 

四
宮
満
子     

湯
浅
章
夫 

 

西
村
弥
千
代   

大
熊
勇
司 

乾 
 

義
之     

西
村
宗
郎 
 

 

浜
本
忠
義     

有
松
達
郎 

 
 

秋
山
る
り
子  

浮
田
當
枝 

  
 

松
下
順
子 

行
本
美
子 

 
 

朝
森
喜
久
子  

徳
森
康
子 

 
 

横
山
昌
三     

谷
口
善
昭    

有
松
須
磨
子 

 

向
井
廣
丞 

岡
﨑
博
文     

杉
山
花
子 

 
 

有
松
啓
介     

有
松
絹
子 

 
 

清
久
茂
美    

水
畑
孝
昭 

    

岡
本
行
雄 

信
部
淳
子 

 
 

成
田
泰
浩 

 
 

朝
森
素
子 

 
 

山
田
紀
香     

中
務 

進 
 

 

福
見 

 

緑 
    

真
部 

晃 

田
中
ひ
ろ
み 

  

加
藤
知
子 

 
 

氏
平
光
三     

小
林
宏
章 

 

小
原
康
子 

 
 

松
本
憲
浩 

 
  

清
水
恭
子 

酒
井
静
子 

 
 

西
田
英
樹 

 
 

片
岡
千
鶴 

 
 

伊
藤
圭
子 

 
 

原  

チ
ヱ
コ     

増
田
耕
一
郎 

 

福
本
伸
一 

福
本
京
子     

藤
原
幹
也     

黒
住
ト
シ
子 

 

青
木
正
人 

   

星
川
義
夫 

 
 

松
本
友
宏 

 
  

匠 

美
江 

 
 

有
松
正
彦 

 
 

井
上
惠
子 

 
 

檜
垣
鈴
子 

 
 

中
塚
典
郎 

 
 

福
池
恭
子 

 
 

三
宅
茂
子     

石
村 

学 

重
藤
美
代
子  

豊
後
康
弘 

 
 

牧
村
秀
章 

 
 

金
森
啓
子 

 
 

金
森
裕
明     

犬
飼
征
志 

 
 

野
田
隆
茂 

沖
田
武
司 

 
 

宮
本
伸
一 

 
 

三
宅
恒
夫 

 
 

齋
藤 

莞      

西
川
尚
秀 

 
 

小
林
正
樹 

 
 

高
見
智
子 

福
池
忠
重 

 
 

草
地
幸
子 

 
 

明
石
弘
巳 

 
 

本
庄
忠
義 

 
 

武
田
千
代
子 

藤
岡
聖
士     

中
村
久
美
子 

川
﨑 

 

渡     

横
田
喜
代
子 

恩
藤
圭
子 

 
 

原
野
廣
子 

 
 

則
本
浩
之 

 
 

三
宅
博
文 

 
 

家
守
徑
子 

寺
谷
和
子     

英 
 

則
幸 

 
 

布
野  

貢 
 

 
岡 

 
幹
雄 

 
 

馬
場
良
男 

 
 

川
上
節
夫 

 
 

森
川
泰
機 

木
下
一
男     

川
上
登
志
夫 

浅
野
信
彦     

保
﨑
千
代
子 

村
上
順
一 

 
 

妹
尾
政
典 

奉
讃
寄
附
者 

ご
芳
名  

奉
讃
会
発
足
（
令
和
八
年
正
月
）
～
六
月
十
日
受
付 

敬
称
略 

 

多
大
な
る
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

長
泉
寺
奉
讃
会 

森
川
雅
吉 

津
島
新
野 

小
林
閑
子 
野
田 

葛
原
清
彦 

駅
元
町 

前
原
幸
子 

乙
多
見 

西
田
幸
子 

祇
園 

池
本 

茂 
 

八
幡
東
町 

山
田
芳
子 

長
岡 

渡
部
新
平 

弓
之
町 

大
内 

浄 
 

一
宮 

西
田
ア
ヤ
メ 

原
尾
島 

武
元
幸
子 

鏡
野
町 

特
別
協
讃
者 

ご
芳
名 

令
和
八
年
正
月
～
六
月
十
三
日 

敬
称
略 



長
泉
寺
縁
起
② 

 
 

前
回
の
続
き
で
、
先
代
の
光こ

う

研け
ん

名

誉
住
職
が
『
長
泉
寺
の
歴
史
』
（
昭
和

五
十
九
年
編
纂
）
に
掲
載
し
た
コ
ラ

ム
『
長
泉
寺
五
百
年
史 

長
き
流
れ
は

い
づ
み
に
満
ち 

寺
こ
こ
に
あ
り
』
の

再
掲
載
で
す
。 

 

文
明
開
化
に
ゆ
れ
た 

明
治
維
新
。
そ
れ
は
わ
が
国
、
近

代
の
夜
明
け
と
う
た
わ
れ
ま
す
。
そ

の
前
夜
、
人
び
と
は
「
世
直
し
」 

「
お
か
げ
ま
い
り
」
と
称
し
、
さ
か

ん
に
寺
社
に
詣
で
ま
す
。
幕
末
の
ゆ

れ
う
ご
く
世
相
の
中
、
伊
勢
参
り
を

始
め
、
世
直
し
に
当
来
す
る
ボ
サ

ツ
・
ミ
ロ
ク
＝
弘
法
大
師
の
信
仰
が

み
な
ぎ
る
よ
う
に
流
行
し
ま
し
た
。 

安
政
二
年(

一
八
五
五)

、
備
前
藩

に
お
き
た
人
間
解
放
の
「
渋し

ぶ

染ぞ
め

一い
っ

揆き

」

に
住
職
・
光こ

う

諄
じ
ゅ
ん

が
関
わ
り
ま
す
。

し
か
る
に
仏
教
は
旧
套
脱
す
べ
き
も

の
と
み
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
排
仏
棄

釈
の
ア
ラ
シ
が
お
こ
っ
た
。
維
新
は

又
、
神
仏
判
然
令
と
国
家
神
道
の
成

立
を
果
た
す
。
当
山
が
こ
れ
に
ど
う

対
処
し
た
の
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
明
治
五
年(

一
八
七
二)

に
遷
化

し
た
光
尊
の
墓
石
が
歴
代
よ
り
離
れ
、

士
族
「
虫
明
氏
」
の
中
に
立
っ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
す
。 

明
治
五
年
よ
り
僧
侶
も
〈
姓
〉
を

も
ち
、
当
山
は
寺
名
に
由
来
し
て
か
、

代
々
「

泉
い
ず
み

」
姓
を
名
の
っ
て
い
ま

す
。
泉
光こ

う

映え
い(

備
後
、
南
原
家
の
出

身)

は
明
治
の
三

十
五
年
間
、
久
し

く
住
持
を
し
ま
す

が
、
今
に
そ
の
あ

り
し
日
を
お
ぼ
え

て
い
る
檀
徒
の
お

話
に
よ
る
と
、
境

内
で
「
内
職
に
鎌

の
柄
を
つ
く
っ
て
い
た
」
「
法
事
の

お
経
を
よ
み
な
が
ら
よ
く
居
睡
り
さ

れ
た
」
と
か
。
ま
あ
ノ
ン
ビ
リ
も
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

明
治
二
十
四
年
、
山
陽
鉄
道
が
敷

か
れ
、
当
山
の
す
ぐ
裏
を
汽
車
が
走

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
日

夜
、
ご
本
尊
と
も
ど
も
Ｓ
Ｌ
の
郷
愁

は
も
の
の
か
わ
、
鉄
道
沿
線
の
嘆
き

を
か
こ
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

や
が
て
二
十
七
年
の
日
清
、
三
十

七
年
の
日
露
戦
争
が
発
り
、
当
山
の

『
過
去
帳
』
に
「
英
霊
」
と
称
さ
れ

る
、
そ
の
犠
牲
者
名
が
書
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。
わ
が
国
の
き
び
し
い
近

代
の
足
跡
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

岡
山
市
に
「
第
十
七
師
団
」
が
お

か
れ
た
の
が
四
十
年
の
秋
。
北
郊
は

軍
隊
の
ま
ち
と
化
し
、
将
校
官
舎
が

建
ち
な
ら
び
ま
す
と
、
当
山
の
あ
た

り
は
か
つ
て
の
田
園
の
風
趣
も
こ
と

か
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 大
正
の
“理
想
”に
走
る 

磨
屋
町
の
薬
師
院
に
坊
さ
ん
の
学

校
「
真
言
宗
中
国
連
合
中
学
林
」
が

で
き
、
明
治
二
十
年
代
、
ま
だ
三
十

才
に
満
た
な
い
和わ

田だ

大だ
い

円え
ん(

も
と
は

与
謝
野
氏
、
歌
人
鉄
幹
の
長
兄)

が

校
長
を
し
て
い
た
。
当
山
の
住
職
も

こ
こ
に
学
ん
だ
も
の
で
す
。 

当
山
二
十
世
・
光こ

う

俊
し
ゅ
ん

は
こ
こ
に

生
長
し
、
明
治
四
十
年
に
光
映(

六

十
九
才)

が
遷
化
し
ま
す
と
、 

そ
の

あ
と
を
襲
い
ま
す
。
し
か
し
真
言
宗

京
都
大
学
に
学
び
、
そ
の
資
質
を
み

こ
ま
れ
て
紀
州
の
田
辺
・
高
山
寺
へ

晋
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

寺
は
毛も

う

利り

清せ
い

雅が(

柴
庵
の
名
で
知
ら

れ
た
新
仏
教
運
動
家)

や
、
ご
詠

歌
・
高
野
山
金
剛
流
の
流
祖
・
曽そ

我が

部べ

俊
し
ゅ
ん

雄の
う

ら
が
歴
住
し
た
名
刹
。
曽

我
部
氏
の
養
嗣
に
な
っ
た
光
俊
は
、

や
が
て
俊
雄
が
河
内
長
野
市
の
女
人

高
野
・
金
剛
寺
に
遷
化
す
る
と
、
同

寺
の
座
主
に
も
晋
み
ま
す
。
大
戦
後

の
困
難
な
時
代
に
も
そ
の
経
営
に
功

積
を
あ
げ
、
昭
和
三
十
二
年
に
亡
く

な
り
ま
す
。 

大
正
八
年
の
『
真
言
宗
連
合
各
派

寺
名
一
覧
』
に
よ
る
と
、
長
泉
寺
は

「
真
言
宗
御
室
派
、
法
界
院
末
の
孫

コ
ラ
ム 

光諄阿闍梨の墓塔 



末
寺
、
等
級
二
〇 

収
入
二
十
五
円

檀
徒
六
住
職
石い

し

山や
ま

大だ
い

連れ
ん

」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
れ
が
同
十
五
年
『
真
言
宗
寺
院

一
覧
』
で
は
「
檀
徒
八
十
四
戸
、
収

入
一
五
四
円
一
銭
」
と
な
り
、
物
価

の
い
ち
ぢ
る
し
い
変
動
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
明
治
四
十
年
調

べ
の
当
山
『
檀
信
徒
名
簿
』
に
檀
家

数
約
三
〇
〇
名
が
か
ぞ
え
ら
れ
ま
す
。 

当
山
の
本
寺
で
あ
っ
た
三
野
の
法

界
院
は
御
室
・
仁
和
寺
の

直
系
で
中
本
寺
。
当
山
の

他
、
広
瀬
町
の
帰
命
院
、

門
田
の
仏
乗
庵
、
赤
磐
郡

の
八
ヶ
寺
、
旧
御
津
郡
の

上
興
院
、
法
万
寺
、
実
相

院
の
計
十
四
ヶ
寺
を
末
寺

と
し
て
い
ま
し
た
。 

市
内
に
は
同
じ
仁
和
寺

末
の
安
住
院(

国
富
・
末

院
九)

、
高
野
山
の
多
聞

院
末
三
、
京
都
三
宝
院
末

五
、
随
心
院
末
一
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。 

大
正
時
代
は
八
年
に
岡

山
市
弘
法
大
師
降
誕
会
、

十
年
に
岡
山
真
言
宗
伝
道
団
が
発
足
。

い
づ
れ
も
寺
門
を
出
で
て
街
頭
へ
、

と
い
っ
た
理
想
主
義
、
大
衆
化
へ
の

躍
動
が
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し
た
。
高

野
山
の
ご
詠
歌
・
金
剛
流
が
十
四
年
、

岡
山
を
発
祥
地
に
創
立
さ
れ
、
全
国

に
そ
の
ブ
ー
ム
を
引
き
お
こ
し
ま
す

が
、
当
山
の
住
職
・
泉
大
連(

も
と

は
石
山
姓)

の
活
躍
ぶ
り
が
し
の
ば

れ
ま
す
。 

御
遠
忌
、
そ
し
て―

―

。 

そ
し
て
昭
和
九
年
、
弘
法
大
師
一

一
〇
〇
年
の
ご
遠
忌
法
会
が
修
さ
れ
、

近
代
の
大
師
讃
仰
に
一
大
ビ
ー
ク
を

画
し
ま
す
。
お
寺
の
多
く
に
そ
の
記

念
塔
が
立
て
ら
れ
、
高
野
山
参
り
の

列
車
が
ぞ
く
ぞ
く
と
走
っ
た
の
も
記

憶
さ
れ
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
九
年
の
大
師
一
一
〇
〇
年
御

遠
忌
に
、
当
山
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
勧

募
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

 

収
入
金
一
三
四
九
円(

三
四
〇
名) 

支
出
金
一
〇
七
一
円 

(

支
出
内
訳) 

都
市
道
路
収
益
税 

五
八
〇
円 

御
遠
忌
志
納
金 

四
〇
〇
円 

  

そ
の
他
、
事
務
人
件
費
、
芳
名
建

礼
、
会
議
費
な
ど
。
勧
募
の
筆
頭
は

福ふ
く

原は
ら

長
ち
ょ
う

蔵ぞ
う

、
本ほ

ん

郷ご
う

半は
ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
ら
。 

こ
れ
で
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
記
念

法
要
は
営
ま
れ
た
ふ
う
は
な
い
。
高

野
山
へ
全
額
の
半
分
近
く
志
納
し
、

ま
た
現
在
の
県
道
美
作
線
の
拡
張
工

事
に
税
金
の
名
で
半
額
を
納
め
て
い

る
。 し

か
し
こ
の
秋
、
岡
山
は
大
洪
水
。

当
山
の
被
災
は
少
な
か
っ
た
が
、
檀

家
で
困
っ
た
か
た
は
多
か
っ
た
。
さ

ら
に
い
わ
ゆ
る
「
十
五
年
戦
争
」
の

暗
雲
は
晴
れ
や
ら
ず
、
し
だ
い
に
生

活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

岡
山
で
全
国
仏
教
大
会(

第
七
回)

が
開
か
れ
た
の
は
十
一
年
十
一
月
。

三
日
に
わ
た
っ
て
法
要
、
討
議
、
講

演
が
も
た
れ
た
が
、
も
は
や
戦
時
色

に
み
ち
た
も
の
で
し
た
。 

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
八
日
、
住

職
大
連(

四
十
五
才)

が
急
遷
。
い
わ

ゆ
る
活
動
家
で
、
檀
家
の
法
務
は
も

と
よ
り
、
仏
教
会
、
伝
道
団
、
ご
詠

歌
な
ど
に
熱
心
に
と
り
く
ん
で
い
た

だ
け
に
早
逝
が
惜
ま
れ
ま
し
た
。
後

住
に

秀
し
ゅ
う

禅ぜ
ん(

宮
本
氏)

が
児
島
・
中

蔵
院
か
ら
入
り
ま
す
。 次

号
に
続
く 

江戸期～昭和 35年の長泉寺伽藍  故・大橋皓志氏画 

長泉寺第二十二世 

泉 大連 師 



 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
   

 

                    

 

     

                          

                          

                          

将 棋 ク ラ ブ 
  

毎月一回 客殿で開催中  
参加無料 

 
■98回目 

7 月20 日（月祝） 13：30－16：00 
 

■99回目 

8 月22 日（土） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくや 

っています。どなたでもお気軽にご 

参加ください。 

長泉寺の公式ホームページをぜひご活用下さい    

住職のブログ、月行事日程、文化教室のご案内など長泉寺の様々な情報がご覧になれます 

長泉寺 南方          

長
泉
寺
将
棋
ク
ラ
ブ
は 

本
年
９
月
に
開
催
百
回
目
を
迎
え
ま
す 

そ
の
際
に
は 

倉
敷
市
出
身
の
プ
ロ
棋
士 

狩
山
幹
生
五
段
を 

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
指
導
対
局
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す 

 

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

 

7 月21 日 (火)  19：00～20：30 於：長泉寺本堂  

 

今
回
は
、
岡
山
民
俗
学
会
名

誉
理
事
長
で
あ
る
難
波
俊
成
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
神
話
に
よ

っ
て
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
た
と

伝
わ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
（須
佐
之

男
命
）
に
つ
い
て
、
岡
山
に
残
る
遺

蹟
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
き
ま
す
。 

スサノオ説話 と 

岡山  
 

講師：難
なん

波
ば

俊
とし

成
なり

先生 岡山民俗学会 名誉理事長 

 

参加無料・予約先着 50名  
参加ご希望のお方には、 

事前にお電話にてお申込み下さい。 

回向 檀信徒各家精霊 

盂蘭盆総供養法会 
8 月15 日（土）9時～10時  

受付 8時半～ 於：玉佛堂  
 

永代供養をされている方、 
お盆行時にお留守をされた方など、 

ご参列を希望される方には 
お時間までにお位牌をご持参ください 

 

 

長
泉
寺 

寺 
子 

屋 
文
化
講
座 

４

～
平
和
は
地
域
の
笑
顔
か
ら
～ 

6 月28 日(日) 
14：00開演   
13：30開場  15：30終了予定 

於 長泉寺本堂  

ぜひお越しください♪ 

入
場
無
料 

予
約
不
要 

今
回
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
元
気
の
一
助
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら

平
和
を
願
っ
て
い
き
た
い
と
そ
の
内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
岡
山
市
と
中
国
洛
陽
市
の
日
中
友
好
交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
内
在
住
の
張
文
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
ま
す
。  

ご
参
加
の
皆
さ
ま
と
楽
し
く
一
緒
に
歌
う
時
間
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

主
催
：
長
泉
寺 

  

共
催
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
市
日
中
友
好
協
会 


